
騒 音

騒音の種類 と発生源

私た ち の ま わ り に は 、 い ろ い ろ な 音があ り ま す が、 聞 く 八の立場、 状況 な

ど に よ っ て好 ま し い音 に な っ た り 、 不快感 を 与 え る 音 に な り ま す 。 こ の う ち

大多数の人 が不快に感 じ な い ほ う がよ い と 思 う 音 を 騒音 と い っ て お り ま す 。

図 一3 1 騒 音 の い ろ い ろ

一 般 騒 音 工 業 騒 音 難さ 建 設 工 事 騒音 交 通 騒 音

鋸豊獺 機
ホ ン

1 20 偏ぎ聾ル ト機 表
灘糞 打音作業 1 i o うそ楽綴識も乙ガ毛多勢惚

圓 似機 1 00 皺縦壽翻鰍仰朧鬮
藁議 杼猩 麩郡木工機 90 て らラ ブk鱸初ク 罐藝

88 ◎ルク場癰響 か‘ 80 灘=鰺劣乗用車 毬に中朝遊ぶ\

迩蝨篦診~し ｣鰯も 事務機械 70

ゑ通の 。頭 60

9薊雍鱗僅鑿綣 50

章一主腱◇学 嫌の

蝋嗣諭錐宅地

｢

40

騒音の種類 と 音の大 き さ は上の表の と お り です が、 音の大 き さ はホ ン ま た

踞 るまデ シ ベル ( d B ) と い う 単位で あ ら わ さ れ ま す o 普通 、 い く つ も の音が同時
川 に発生 し て お り ま す が、 私 た ち の耳 に感 じ る 音は そ れぞれの音 を加 え た音の

1 ‘ 大 き さ を感 じ る も のでは な く 音は次の よ う な特 性 を も っ て お り ま す 。
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イ 異 な る 大 き さ の 音 か加 わ る 場合

　　82ホ ノ

76 ホ ン

音の差 80一76 ホ ノ ニ 4 ホ ノ

加 え る ホ ノ 下の表か ら 2 ホ ン

複合 し ゾ 音 80十 2 =82 ホ ン

2 つの音のホ ノ数の差(ホ ン ) 0 I 1 2 1 3 1 4 5 l 6 I 7 I 8 l 9 1 0以上

大 き い万の音 加 え る ホ ノ 数 3 1

埜き《毀80ホ ノ

62 ホ ノ 80 ホ ノ

音の 差 80一 68= 12 ホ ノ

加え る ホ ノ 下の表か ら 0

複合 し ゾ 音 80十 2 = 80 ホ ノ

た

同時

音の

図-32 騒 音 の 特 性

1 ) 音が複合す る場合の増加

ア 回 し 大 き さ の音 か加 わ る場合

　　　　83ホ ノ

80 ホ ノ

　　
80ホ ノ

　　80ホ ノ 85 ホ ノ
機械の台数 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 6

増加す る ホ ノ 3 5 6 7 8 8 9 1 0 1 0 1 2

2 剥 離 よ る 音の城婆

　　　　　　

　　　　　　　　　2 倍 3 倍 4 倍 5 倍
80 ホ ン 74 ホ ノ 70 ホ ン 68 ホ ノ 66 ホ ノ

距 離 (倍 ) ) 2 3 4 5 6 7 8 9 10

減少量 ( ホ ン ) 6 1 0 1 2 14 1 6 1 7 1 8 1 9 20
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騒 音 の 規 制

知事が規制地域 を指定 し 、 地域 を 区分 し て 区域 ご と に規制基準 を 定 め ま す

が、 こ れ に よ り 特定工場 (法で定 め た 26種の機械 を使 う 工場)、 建設工事 (法

で定 め た 5 作業 を行 う 工事) の騒音 を 規制 し て お り ま す 。

鳥取県で は 、 昭和46年 に鳥取市 と 米子市の一部地域 (都市 。f画法の用途区

域 に準 じ た地域 ) を 規制地域 と し て次の よ う な 規制基準 を定 め て お り ま す が

近 く 両市の地域の拡大指定 を行 う こ と と し て お り 、 ま た 、 境港市、 倉吉市の

規制 につ い て も 検。寸 を行 っ て お り ま す 。

表- 8 特定工場等において発生す る騒割こついての規制基準

時間の区分

区域の 区分

昼 間

にコ
朝 夕

轆嗣
夜 間

鱒き i
第 2 種 区 域 6 0 ホ ン 5 0 ホ ン 4 5 ホ ン

第 3 種 区 域 6 5 ホ ン 6 5 ホ ン 5 0 ホ ン

第 4 種 区 域 7 0 ホ ノ 7 0 ホ ン 6 5 ホ ン

備 考

第 2 種区域

第 3 種区域

策 4 種区域

住居の用 に供 さ れて い る た め 、 静階の保持 を 必要 と す る 区域。

住居の用 に あ わせて 商業 、 工業等の用 に供 さ れて い る 区域で あ

っ て そ の区域内の住民の生活環境 を保全す る た め 、 騒音の発

生 を 防止す る 必要か あ る 区域。

主 と し て工業等の用 に供 さ れて い る 区域で あ っ て 、 そ の 区域内

の住民の生活環境 を悪化 さ せ な い え め 、 著 し い 騒音の発生 を 防

止す る 必要が あ る 区域。
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こ の規制 を 受 け る 特定施。役 、 特定建。没作業は下図の と お り です。

表- 9 騒音規制法ね基づ G寺定施設お よ び特定建設作業の届出数
( 1 ) 特定施 。受 の種類別届 出件数

種 類＼＼＼近 名 烏取市 米子市 。十

1 金 属 加 工 機
2 空 気 圧 縮 機 等
3 土 石 用 破 砕 機 等
4 織 機
5 運 搬 用 資 材 製 造 機 械
6 穀 物 用 製 粉 機
7 木 材 加 工 機 械
8 抄 紙 機
9 印 刷 機 械
10 合 成 樹 脂 用 射 出 成 型 機
1 1 鋳 型 造 型 機

。十

届 出 工 場 事 業 場

1 5

1 9

1

O

1

O

2 3

1

2 3

1

1

8 5

7 1

1 7 5

7 4

O

O

1 3

O

6 1

O

4 3

O

3 9

4 0 5

7 5

1 9 0

9 3

1

O

1 4

O

8 4

1

6 6

1

4 0

4 9 0

1 4 6

( 2 ) 特定建 。没作業 の種類別届 出件数

種 桾、~＼』 名 鳥取市 米子市 。十

1 〈 い 打機等 を 使 用 す る 作業

2 び ょ う 打機 を 使 用 す る 作業

3 さ く 岩 機 を 使 用 す る 作 業

4 空気圧縮機 を 使 用 す る 作業

5 等 差 姿 み を等 差 “ 作 業
6 破 砕 機

。十

2 2

0

2

2

O

0

2 6

1 5

O

8

1

1

0

2 5

3 7

O

1 0

3

1

0

5 1

ク ー リ ン グ タ ワ ー

最近 、 冷房用の ク ー ノ ン グ タ ワ ー の騒音が問題 と な っ て い ま す が、 法律 に

よ る 規制 を う け て い な い た め鳥取県公害防止条例 に よ っ て 騒音の指定地域内

に装置 さ れ る 定格出 力 が0 . 75キ ロ ワ ッ ト 以上の も の につ い て規制 し て お り ま

す 。

表- I 0 朗煤鮨覇止条例に基づ く酷細系特定方酘堀出数昭和4咋 3 月 3 旧現在)

施絞封、~、、市 名 鳥 取 市 米 子 市 。十

ク ー J ン グ タ ワ ー

届 出 事 業 場

5 7 台

3 1

4 7 台

3 5

1 0 4 台

6 6
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ま た 、 事業活動 に と も な っ て発生す る 深夜 ( 午後10時か ら 翌 日 の午前 6 時

ま で ) の騒音 につ い て条例 に よ っ て 鳥取県内すべて の区域 に わ た り 、 住民の

立地状況等 を勘案 し て騒音の大 き さ 45ホ ン (A) 50ホ ン (A) 65ホ ン (A)で規制 し て い

ま す 。 こ れ に よ り 工場は も と よ り 飲食店 な どの音楽 、 矯声 な ど も 規制の対

象 と な り ま す 。
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騒 音 の 現 況

Q ) 環 境 騒 音

各地域 に お け る 望 ま し い静け さ の限度 を 国が環境基準 と し て示 し て い ま す

が、 県内 4 市の市街地につ い て 、 主要道路 に面す る 地域 と 面 さ な い地域の騒

音の澗査 を行 い 、 環境基準 と 対比 し て み ま し た 。

4 市別 に環境基準 に適合す る 割合 (適合率 ) を み ま す と鳥取市50% 、 米子

市59. 3% 、 倉吉市79 . 7% 、 境港市81 . 3% と な り ま す 。

道路に面す る地域 と 面 し な い地域の適合率 を 比較す る と 、 45 . 8% と 87 . 5%

と い う 開 き があ り ま す が、 こ れは車の通行量の影響 に よ る も のです 。

測定時間別で は 、 6 時で は90%適合 し て い ま す が、 8 時以降は生活活動 と

と も に騒音が大 き く な り 適合率 も 64 . 4% に な っ て い ま す 。

以上の調査か ら 、 道路 に面す る地域は一部の地域 を 除い て環境基準を た だ

ち に達成す る こ と は困難です が 道路に面 し な い地域はおおむ ね環境基準 を

満足 し て い る と い え ま す 。
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図-3 3 鳥取市、 倉吉市内の環境騒音 と環境基準対比図 解和47年 l o月 )
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@) 交 通 騒 音

車の交通量の 多 い交差点 な ど を選んで、 騒音 と 交通量の調査 を行 い ま し た

が、 鳥取市で平均68~ 74ホ ン 、 倉吉市で65~68ホ ン 、 米子市で71 ~74ホ ン の

騒音がでて お り ま す 。

こ れ ら の交通騒音は いずれ も 音源が移動す る も ので 、 全国的 に問題 と さ れ

て お り 、 今後音源対策 、 交通規制 、 道路構造の改善 な ど の総合的 な対策が必

要 と さ れて お り ま す 。

図 -34 鳥取 、 倉吉、 米子市交差風｣お け る交通騒音図 昭和48年 6 月 )

( 鳥取市 )

日 交旅行セ ン タ ー
358 358

贓 33レ(＼〉.瀞)( 台/1 0分間 )

““ 79＼ 組 劭
仲央値ホ ン ) 74 74 ･~戻封 ＼罪2 鰯 )
ミ 》

測定日華刻 8

( 倉吉市 ) ( 米子市 )

打吹駅前交差点

153 1ラ一一53(窩車台数 ＼

( 台/1 0分間 ) ヱ 4ト、、、 ノノノ
70 1 26

騒音 ＼態8( 中央値‘ ' ) ＼--/ヌ9 問67 67

間 ) 搬＼〉
70 126

》8

8 00 1 0 00 1 2 00 14 00 1 7 00

山 陰 合 銀 前

辯“!〉/海)252

““ 73 と 努等
中央値ホ ヒレノ 、、、)//字3

‘70 - 7 1

% \
73

8 00 1 o o。 1 2 00 14 00 1 り 00

一 44 -

I
i

iジ
ー
′

′
1
月==1=“==



悪 臭

悪 臭 の 発生源

に おい を 出す物質 は数10万種類以上 あ る と い わ れ ま す が こ の う ち 私た ち

の大 多数が不快に感 じ る い や な に お い を悪臭 と 呼んで い ま す 。

悪臭物質 は極め て低い濃度で不快感 を 与 え 、 ま た 1 つ の事業場か ら 発生す

る に お い は 、 い ろ い ろ の物質が混 ざ り 合 っ て い る た め 、 悪臭防止は非常 に難

か し い面 を も っ て い ま す 。

鳥取県の悪臭の苦情は 、 88% が畜舎か ら 発生す る に おい に よ る も のです が、

比較的広範囲 に悪臭が及ぶパル プ工場 、 ごみ処理場 、 し 尿処理場、 化製場 な

どが発生源 と な っ て お り ま す 。

表- = 主 え る 事業場 か ら発生す る悪臭物質

事 業潴ず~、悪態 物 質 ア ン モ ア
メ チ ル メ ル

力 ブ タ ン 硫 簑水
硫 化
メ チ ル

ト ′ メ チ ル

ア ミ ン

畜 産 農 業 ○ ○ ○

鶏 糞 乾 燥 場 ○

復 合 肥 料 製 造 業 ○ ○

で ん 粉 製 造 業 ○ ○

化 製 場 ○ ○ ○ ○ ○

角 腸 骨 処 理 場 ○ ○ ○ ○ ○

フ ェ ザ ー 処 理 場 ○ ○

ご み 処 理 場 ○ ○ ○ 〇

し 尿 処 理 場 ○ ○ ○ ○

下 水 処 理 場 ○ ○ ○ ○

ク フ フ ト パ ル プ 製 造 業 ○ ○ ○

セ ロ フ ァ ン 製 造 業 ○

ビ ス コ ー ス レ ー ヨ ン 製造 業 ○

水 産 か ん 。吉 製 造 業 ○

食品加工賜 物の焼却
鮫粉製造所 ハ ル ブ工場
食鷄処理場 そ の 他
鶏ふん乾

図 - 35 鳥取県L お け る悪臭苦情図

主 な 等 臭 物 質

o h ) 化 合物 メ チ ル メ ル ガ フ タ ノ 舒L化 水 華
硫化 メ ナ

。 傘幸化 合物 / モ ア 、 メ チ ル ア ノ )
県 内 の

延 臭 苦 情
火 化 水 牽 く フ チ レ ノ

○ 【 ル テ ヒ ト 頴 ( 十 ル ム ア ル テ ヒ

○ 脂肪 酸 柄洛酘 )

0 ′ 、 ロ ケ ノ 凡卓 ( 短幸 久 事
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悪 臭 の 規 制

悪臭防止法の規制は 、 騒音規制 と 同 じ よ う に規制地域を指定 し 、 地域 を 区

分 し て悪臭物質 ご と に規制基準 を 。受 け て い ま す が 騒音規制が特定工場 、 特

定建 。没作業 を 対象 と し て い る の と 異 り 悪臭規制は地域内のすべて の工場 、

事業場等 を規制 し て お り ま す 。

現在 、 悪臭物質は ア ン モ ニ ア な ど 5 物質 が規制 さ れて い ま す が 今後他の

物質 が次 々 規制 さ れて い き ま す 。

基準は私た ち の鼻 (嗅覚 ) で感 じ る 悪臭の度合の う ち 大 多数の人が不快 と

感 じ る 時の大気中 の悪臭物質の濃度で定め ま す が 悪臭 に対す る住民の な れ

や 、 気象条件 な ど に よ っ て基準値に差がつ け ら れ る よ う に な っ て い ま す 。

図-36 規制 さ れ て い る悪臭物質の臭気強度

強烈 な に おい

強 い に お い

;錢麩#縦 ‘ 。 . 、 “総統姿
箒拷難産叢話す キー ノノ J

PPm

円肉声FT鰹
l ‐ 歪も“
倒 炙鉈◆
l / く ;

れ語れ蝋

I

PPm

円ぬ裏朝

鷄赫
はし急 務にも鰭諺き

PPm

釈鶏.2 椛
総転機琺
いま ! 巽鯛
臼裔縦2 ≧

PPm

昶ぬ シ2n
ノ、 。

# 霜山粕湾鎚
ん “海 鼠母;

曲げ謎

PPm

洲 ぬけ07 、｢

事 務鱒蛯諄
山Jo bo5諾

何の に お い か が
わ か る 弱 い に お い

や っ と 感 知で き る に お い

無 臭

｢

I

嗅 覚 が 感 じ る 内 容

( に口 の部分 は規制基準の範囲 )

ア ンモ ア
メ チ ル メ ル カ

フ タ ン
硫化 水 素 硫化 メ チノレ

ト ノ メ チル

ア ミ ノ

悪 臭 物 質 の 濃 度

3 . 5

3

2 5

2

O

一 46 -

--‐7--.--‘‐'----･
･‘‘‐-

--
'---

‘‐】-
-′--“



規制基準の種類

規制基準は 、 悪臭物質 ご と に 次の 3 種類の基準値が定め ら れて い ま す 。

( 1 ) 煙突等がな く 、 事業場の建物全体か ら 漏出す る 悪臭………事業場の敷

地の境界線の地表 に お け る 濃度の許容限度 (畜舎 、 下水処理場等) 。

( 2 ) 煙突 そ の他気体排出施。受 か ら 排出 さ れ る 悪臭………( 1 )の許容限度 を基

礎 と し て 、 排出 口 の悪臭物質の流量の許容限度 ( 化学工場等) 。

( 3 ) 排出溝等か ら 敷地外に排出 さ れ る 汚水 に よ る 悪臭…… ･ ･ ( 1 )の 許容限度

を基礎 と し て 、 排出水中の濃度の許容限度 (排水路を も つ工場等) 。

れ

( 3 )

　 　 　　　　　
規制地域の指定

悪臭防止法 に よ る 規制地域を指定す る た め に 、 鳥取県公害対策審議会に基

本的 な 方針につ い て 。谷間 し 、 こ の答申 に基づい て各市町村長 と じ ゅ う ぶん協

議を 行 っ た結果 、 一次指定 と し て 4 市 9 町 1 村 につ い て規制地域 を 指定 し て

お り 、 近 く 二次指定 と し て 八束町、 気高町、 関金町 、 東伯町 、 名和町の指定

を行 う こ と と し て お り ま す 。
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表- 1 2 悪臭防止法 L よ る 規制地域の指定 (昭和48年 1 0 月 l 2 日 告示)

祁丁禧鳶~＼、区分 規 制 地 域

鳥 取 市
0 都市計画法に基づ く 市街化区域
○ 吉岡温泉地区

国 府 町 0 都市 。十画法 に基づ く 市街化区域

米 子 市 0 都市計画法に基づ く 市街化区域

日 吉 津 村
0都市 。十画法 に基づ く 市街化区域
○市街化区域に接す る 部分の一部 ( 日 パ北側の 日 吉津新田 )

境 港 市

0 都市 。十画法 に基づ く 市街化区域 (但 し 、 工業専用地域 と し て 予定
さ れ る 地域 を 除 く )

0 市街化区域に接す る 部分の一部
( 高松町 )

0 現 に悪臭発生が認め ら れ る 地域
( 渡町の 2 区域 )

倉 吉 市 0 近 く 指定 さ れ る 市街化区域 を 参考 と し え 区域

郡 家 町
o住居 が集合す る 地域で 、 悪臭発生源の影響の あ る 都市。十面地域内
の集落

青 谷 町 o 駅前周辺の住居が集合す る 地域 (東町 、 中町、 本町、 浜町 、 灘町
前町 、 西町 、 駅前 )

鹿 野 町 o 都市計画地域内の鹿野 、 今市の地区

東 郷 町 ○ 松崎温泉地区

三 朝 町 ○三朝温泉地区 (へい獣処理場等に関す る 法律の指定地域 と 同 じ地域 )

羽 合 町 0 上浅津温泉地区

赤 碕 町
0住居が集合す る地域

駅前通、 花見町 、 朝 日 町、 亀崎町、 港町、 二軒茶屋、 荒神町 、
東町 、 八 中之町、 本町、 西仲町、 西町、 八幡町、 地底町、 大山町等

淀 江 町
o住居が集合 し て い る 部落周辺 1 0o m の範囲
現 r悪臭 を発生 し て い る 事業場周辺 ( 白浜浄化場 )

　

=
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そ のほかの環境汚染物質

表- 1 3 休廃止鉱山下流の玄米 、 土壌の カ ド ミ ウ ム 、 銅の調査結果

地 区 別

調査

対象

面積

休廃止

鉱 山

玄 米 土 壌 固 査

年 度

調 査

検体数

カ ト ミ ウ ム 調 査

検体数

銅

最高~最底 平均
1,0測光
の樹本数

【 0 ~0 4qm
の灘本数

最高~最底 干物
125中以上
の灘本数

岩 美 町
小 田 地 区

200 岩美鉱山 88 0 89~0 05 0 29 O 22 90 5 1 3~ 6 7 97 24 46 ･ 47

鳥 取 市:
擢葉山地区

20 百谷鉱山 26 0 瓢~0 餌 0 1 7 O 2 23 827~ 5. 5 1 82 7 47 48

休廃止鉱山の重金属

｢農用地の土壌の汚染防止等に関す る 法律｣ ( 昭和45年 1 2 月 25 日 法律第139

号 ) で は 、 土壌汚染の原因 と な る 物質 と し て 、 人の健康上問題があ る も の と

し て カ ド ウ ム を 、 農作物等生育上問題があ る も の と し て 銅が指定 さ れて お

り ま す 。

カ ド ミ ウ ム につ い て は玄米中 の含有量 1 ppm 以上、 銅 につ い て は土壌中の

含有量が 12 5 p pm 以上の も の を そ れ ぞれ被害があ る と さ れて い ま す 。

岩美鉱山 明治22年 に 開坑 さ れた鉱山で 、 銅 を 含ん だ鉱水は下流の小田川

流域の水田約 200 ヘ ク タ ー ル に被害 を お よ ぼ し 、 昭和46~47年 に か け て 実施

し た 調査では 88 検体の玄米の う ち 22 検体の玄米 に カ ド ミ ウ ム の 人為的汚染

( カ ド ミ ウ ム 0 . 4 ppm 以上 ) が認め ら れ ま し た が、 食品衛生法では食品 と し て

取 り 扱わ れ な い カ ド ミ ウ ム 1 ppm以上の玄米は 。忍め ら れ ま せ んで し た 。 ま た 、

土壌につ い て は米の収量に影響があ る と 判断 さ れ る 125 ppm 以上の銅 を 含有

し て い た 土壌が90地点中24地点 あ り ま し た 。 県では鉱害対策 と し て 昭和47 ,

48年度 に事業費36 , 438千円で鉱水処理施。愛 、 澱物堆積場の設置お よ び整備 を

行 な い ま し た 。

ま た 、 鉱 さ い土砂の流出防止の た め の荒廃砂防事業 と し て建設省 の補助 を

う け て 昭和47年度 に 、 事業費30 , 000千円 を も っ て砂防 ダム嵩上工事 (嵩上 2

メ ー ト ル 、 延長96 メ ー ト ル ) を 実施 し ま し た 。

百谷鉱山 開坑の歴史は古い鉱山で 、 昭和47 , 48年度 に下流20ヘ ク タ ー ル

に 実施 し た 調査では 、 玄米26検体の う ち 、 人偽的汚染 ( カ ド ミ ウ ム 0 . 4 p pm
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以上 ) の認め ら れ た も の が 2 検体あ り ま し た 。 土壌では銅 125 ppm 以上の も

の が23地声 の う ち 7 地点認め ら れ ま し た 。

鉱害対策 と し て 百谷鉱業 (株 ) は 、 昭和48年 に銅の高汚染地域 1 . 1 ヘ ク タ

ー ルの客土事業 と 坑口の完全閉鎖、 農業用水路の新設等を 行 な い ま し た 。

P C B に よ る汚染

P C B は 、 石炭や石油 か ら つ く ら れ た塩素化合物で化学的 に安定 し た物質

で あ る た め 、 感圧紙や電気製品 な ど幅広 く 使用 さ れて い ま し た が、 こ の特性

がわ ざ わ い し て P C B を 使 っ た製品 が焼 か れ た り 廃棄 さ れ た場合 、 分解 し な

い ま ま 自 缺界 に ば ら ま か れ 、 食物連鎖で私た ち の体内 に入 り 問題 と な り ま し

た 。

そ の後 P C B の使用禁止 、 製造 中止 の措置 が と ら れ た た め 、 今後新た に 、

P C B 汚染が進行す る こ と は あ り ま せ ん が 、 P C B を 使用 し た製品 の処分対

策、 濃厚 に 汚染 さ れ た環境対策、 汚染魚介類の排除な どの 対策 が と ら れて し

ま す 。

図 -37 自 然界 を循環す る P C B

Cコ p C B

　 　 　 　 　 　 　 　
　
　
　
料

　　
　
　

コ
P

毎 プ フ ン ク ト ノ 池 川 P C B 製造 使用工場

製麺 " 気 圧 生ゐ狄 も｣膣 料 紙 紙
飼 料 畜産物 □ □ 家庭
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調 査 結 果

昭和47年 8 月 に魚介類 、 牛乳 な ど 6 食品 と 食品 の容器 、 包装 につ い て暫定

的 な規制値が定 め ら れ た た め 、 昭和47年度 に 引続 き 、 食品等 1 14 件 につ い て

調査 を 行 い ま し た が、 規制値 を 上回 る も の は あ り ま せ んで し た 。

ま た 、 河川 、 港湾 、 焼却場等の水質 、 底質 、 残灰等の環境調査の結果で も

汚染は軽微な も の と い え ま す 。

し か し 、 故紙再生業者の排水水域の底質 、 ご み焼却場の残灰 か ら は 、 67~

39 PPm 検出 さ れ ま し た ので 、 さ ら に追跡園査を 実施 し て お り ま す 。

人体汚染の影響 を 知 る た め の母乳調査の結果 も P C B の含有量 は 0 . 0 1 2~

o . o34 PPm で他の都道府県の 調査結果 に く ら べ る と 低 い 数値で あ り ま す 。

表- 1 4 食品等の P C B 試験結果

食品＼等＼＼＼＼区分
暫定的

規制値

検 査 結 果
備 考

検査件数 道 不適 最高値 最低値 平均値

鰹讓
3!8m 61件 6 1件 o 件 2 ･ rm 不湊匿m

PPm

0 . 1 06
白 い か 、 は ま ち 、 あ し 、
‘ ま ら 、 い し だ い等

0. 5 24 24 O 0 1 1 3 不検出 0. 026
と 乙ド フ お~、 む〉 ら 社)、 力、rしし ~
さ 【ヱ さんま 隼卓

牛 乳 0 . 1 9 9 O 0 . 0024 不検出 0 . 00 1 1 県内処理牛乳

乳 製 品 1 . O 4 4 O 0 . 061 0 . 0027 0 . 018 ハ タ ー 、 れん乳

肉 類 0 . 5 3 3 O 0 . 01 1 0 . 003 0 . 007 牛肉 、 豚肉 、 鶏肉

卵 類 0. 2 3 3 O 0 . 009 0 . 007 0 . 008 鶏卵

育 児 用 粉 乳 0 . 2 4 4 O 0 . 0054 不検出 0 . 0029 県外品

容 器 包 装 5 . O 6 6 O 不検出 不検出 不検出 梨、 豆腐、 つ け物の容器包装

。+ 1 1 4 1 14 O

水銀に よ る汚染

全国的 に 問題 と な っ た 水銀に よ る 汚染は 、 工場 か ら 排出 さ れ た 有機水銀が

河川 か ら 海 に と 流れ 、 ブ フ ン ク ト ン →水生昆虫→魚介類 と い っ た 食物連鎖 に

よ っ て濃縮 さ れ 、 私た ち の体内 に 高濃度の有機水銀が入 る こ と と な り 、 水俣

病 に み ら れ る よ う な 被害 を 与 え て い ま す 。

県内 に は 、 有機水銀を 製造 し た り 使用 す る 工場は あ り ま せ ん が、 過去農薬

と し て 水銀剤 が一部使用 さ れ て お り 、 ま た 、 魚介類 につ い て は 、 角 の 回遊 、

県外品 の入荷等があ る た め 、 水銀汚染の 詞査 を行 っ て お り ま す 。
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。周 査 結 果

昭和48年 6 月 魚介類中の水銀に 対す る 暫定的規制 が行 わ れた た め 、 県内 の

漁港に水場 さ れ た魚介類 、 県外か ら 入荷 し た魚介類79検体の調査を 行 い ま し

え が、 規制値 を上回 る も の は あ り ま せ ん で し た 。

表- - 5 魚介類水銀汚染調査

調査項目

魚 ＼＼、
類 、
角員

類の区分

暫定的規制値
検 査 結 果 I 絆 水 銀

備 考

検査件数 適 不適 l 最高値 最低値 平均値

県内で水揚げ
さ れえ も の

総水銀
0 . 4pPm

33 33 O 0 . 29 不検出 0 . 044
か れ い 、 さ ば、 あ じ 、
い か等24魚穐

県外か ら 入荷
し え も の

(メ チ ル水銀
0 . 3ppm )

46 46 O 0 . 265 不検出 0 . 044
ほ ら 、 かつ お 、 か き 等
35 角種

計 79 79 O 0 . 29 不検出 0, 044

　

入試 I◆ I
そ の ほ か 、 河川 、 港湾 、 湖沼 、 農作物 、 土壌等 に対 し て も 総点検 を 実施 し

ま し た が 特 に濃厚 に 汚染 さ れ た 水域 、 農作物等は あ り ま せ んで し た 。
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廃 棄 物

家庭か ら排出 さ れ る廃棄物

図-38 市町村の廃棄物処理区域の推移

面積 人 口

昭和45年 268 , 651 人

49%

568 , 68 1 人

昭和47年

市町村の処理区域

従来の清掃法 に お い て は 、 市町村が収集処分す る 区域 と し て特別清掃地域

を定 め清掃事業 に あ た っ て き た わ けです が、 そ の特別清掃地域 を定 め る に あ

た っ て人 口密度 1 K m あ た り お おむ ね 2 千人以上 と い っ た よ う な市街地形態

を な し て い る 区域 を 中心 に定 め て い た も のです が、 清掃法 を全面改正 し た昭

和46年 9 月 の ｢廃棄物の処理及び 清掃 に関す る 法律｣ に よ っ て こ の制度 を改 め

山林、 原野 、 人 口 の非常 に少 な い区域 な ど iメ タL は市町村の処理すべ き 区域 と

し た も ので あ り ま す 。

本県 も 対象 と す る 区域は 、 面積 に し て 84% 、 人 口 で96% ま で拡大 さ れ 、 し

た がっ て 、 サービス す る 区域の拡大 に と も な う 体制の整備が急がれ る と こ ろ で

あ り ま す 。

ごみ処理の状況

現在県内 に26の可燃物処理場 (規模 1 日 処理能力 352 ト ン ) 、 3 の不燃物処

理場 (規模 1 日 処理能力 260 ト ン ) が配置 さ れて お り ま す 。
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排出量は年間 197千 ト ン で 1 日 あ た り に す る と 660 ト ン の処理 を 必要 と す る

が こ の う ち 可燃物か83% と み ら れて い る ので そ の量は 550 ト ン と 推定 さ れ ま

す 。 一方 、 49年度 ごみ処理施。愛の規模は建設中 ま た は計画中 の も の を あ わ せ

て 1 日 550 ト ン の能 力 と な り 、 施。愛 が地域的 に偏在 し て い る こ と は あ っ て も 県

全体 か ら み る と 現在 、 自 家処理、 埋立処分 し て い た も の も 焼却施設 ↓ こ よ り 衛

生的 に処理す る こ と が可能 と な り ま す 。

図 - 39 市町村の廃棄物の処理状況 と処理施設整備状況

処分の状況 ( 昭和47年度 ) 処理施設の整備 ( 1 日 の処理能 力 )

　　 　 　

22施設
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自 家処理 焼却施設
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自 家処理一 自家肥料又は飼料 と し て 用 い る か

直接農家等 ｣ 依頼 し て 処分 さ せ 、

ま ゾ 自 ら 処分 し て い る も の 。

冒
そ の他一山林原野 、 砂地窓の埋設 し て い る も の 。 ," ごみ焼却場

(現 在建設中 ま た計画中の も の )

不燃物処理扇

し尿処理の状況

し尿の収集処分は東部で は鳥取市ほ か 14 か町村、 中部で は倉吉市ほか 9 か

町村 、 西部では米子市ほ か 9 か町村 、 日 野町ほ か 2 町 と 事務組合を 。翹ナ 、 境

港市の み は単独で 。十 7 施。受 (処理能 力 1 日 563 K “ ) で処理 に あ た っ て お り

ま す 。

処理区域内の排出量は 261千 K “ / 年で あ り ま す が 当面 (昭和51年 ま で )

250 千 K “ / 年(総排出量の98% )の施。愛 を 整備す る こ と を 目 標 と し て い る が

こ れは 1 日 あ た り の処理能力約700 K 珍 の規模 に該当す る も のです 。

し た がっ て 、 昭和49年度の増 。受 。十画 を 含め た現在規模は 1 日 あ た り 583 K g

で さ ら に規模の増 。受 を 急 ぐ 必要があ り ま す 。



図-40 市町村の し尿処理状況 と処理施設整備状況処理施設の整備

処分の状況 ( 昭和47年度 )

単 位千影 / fl

自 家 処理 し 尿処理

1 00 ノ 処理区域人 施 設
38% ぎ 内 の排出量畿

き 2 6 1 / 鯛 52

自 家処理- 自 家肥料 と し て 用 い る 力 直接辰豪雪

依頼 し て 汲取 ら せ る か 、 ま 〆 自 ら

処 分 し て い る も の 。

そ の イし 山林 、 束野 、 砂地 坦 ま し て い る も の 。

水洗便所の普及状況 ( 昭和47年 4 月 現在 )

図 -4 1 水洗便所の普及状況

公共下水道

浄化 そ う

53 , 660 ′、

水洗便所
73 , 06肋、1 2%

全 人 口 く み取

573 , 307 ′、 便 所
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廃棄物処理施。受の配置

図-42 鳥取県にお け る廃棄物処理施設配置図 昭和48年度)

△ "仝 △ 鰯器参扮 o " 鎚群舞芻 も の )
鯛盤驫が 数字 甥麩説競てゾ ラ 単 位は

□ こ み 解決狄物 ) 処理施設 し 尿処理施。愛国( “



本県の市町村にお け る 廃棄物 ( ごみ 、 し尿) の
収集 、 処分に要 し た経費

(単位 T l i )最近 5 年間の推移

昭和43節 度

44

45

46

47

家庭 か ら 排出 さ れ る 廃棄物 ( ごみ 、 し 尿 ) の収集 、 処分は 、 実施主体は市

町村で あ り ま す が 、 こ の 事業の た め に支出 し た経費 (決算額 ) は 、 47年度 は

13億 円で県民 1 人 あ た り 2 , 2 69 円 と な り 、 5 年前の昭和43年度 3 億 2 千万で

県民 1 人 あ た り 5 79 円 と 比較す る と 約 4 倍 に増加 し て お り ま す 。

ま た 、 県内市町村の総決算額の な かで示め る 割合は 、 43年度 2 . 0% 、 44年

度 1 . 9% 45年度 2 . 7 % 、 46年度 3 . 2 % 、 47年度 3 . 5 % と 年 を 追っ て 増額 さ

れ 、 市町村 に お け る 環境整備の認識の 高 ま り が伺 え ま す 。

1 , 300 , 9 (芝

328 , 6 1 3

370 , 1 3 7

63 1 , 4 0 6

958 , 8 33
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産業廃棄物

廃棄物のな かでの産業廃棄物の位置 と そ の排出量 ( 昭和46年度 )

廃 棄 物 (単位百 ト ノ 月 )

1 1 80

家庭 か ら 排出 さ れ る 事業活動か ら 排出 さ れ る廃棄物

1 5 1 o 3 55 l 8 ↓
　

24 張 浩 業
小売業 224 ( 23% )

( 1 2% ) 建設業 3 ( 2 % )

家 庭 一般廃事物 ( 1 3% ) 華産業廃棄物 ‐
145 203 蒼 庁 某

( 7 1 % ) 642 9 7 7 建 受 業

サ ー ヒ ス 業 ( 6 5 % ) 1 06 ( 1 1 % )
4 ( 2 % )

小売業
サ ビ ス 業
農 業

(注 ) 事業活動i か ら 排出 さ れ る 廃棄物は 、 法律 に よ っ て 5 ( 1 % )
定義 さ れ え ｢産業廃棄物｣ と そ れ以外の ｢一般廃

棄物｣ に わ け ら れ る 。

例 え ば 、 旅館 、 飲食店 、 テパー ト な と か ら 排出 さ

れ る 紙 く ず 、 庸介 な ど は事業活動 に よ っ て 生ず る

も ので あ る が ｢一般廃棄物｣ と し て取扱 わ れ る 。
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事業活動に と も な う 廃棄物の排出量の現状

表- l 6 産業廃棄物の排出量の現状 (昭和46年度 )

種 類 別 排出量の 多 い業種
排出量

t/月

構成比
産廃%

構成比
全廃%

産業廃棄物
焼却可能 な も の

セ ル ロ ー ス

系廃棄物
紙、 バ ル ブ 、 木材 、
繊維 、 食料品 、 衣服

12 , 499 1 2 . 8 1 2 . 1

焼却可能と が煙
等に 問題が あ る
も の

畜産廃棄物 畜産農業 64 , 1 50 67 . 5 62 . O

廃 プフ スチ ノ ク 農業 、 食料品 1 10 0 . 1 0 . 1

廃 油 窯業 、 金属製品 、 ガン j ノ ス タ ン ト 1 54 0 . 2 0 . 1

動姉酷勿性残さ い 食料品 ｣ 2 , 625 2 . 7 2 . 5

汚 泥 類 紙、 パル プ、 窯業 1 , 922 2 . O 1 . 9

小 。十 68 , 96 1 70 . 6 66 . 6

再生利用可能 な
も の

金 属 く ず 鉄 鋼 2 , 8可 2 . 9 2 . 7

ガ ラ ス く ず 食料品 36 0 . O 0 . O

小 。十 2 , 845 2 . 9 2 . 7

そ の ま ま 処分可
能 な も の

燃 え が ら 類 紙、 バル ブ、 木材 343 0 . 4 0 . 3

土 砂 類 鉄鋼、 窯業 2 , 257 2 . 3 2 . 2

が れ き 類 建 。役 、 窯業 10 , 775 1 1 . O 1 0 . 4

小 計 13 , 375 13 . 7 1 2 . 9

小 計 97 , 680 1 00 94 . 4

事業活動に伴う一般廃棄物
焼却可能 な も の

セ ルロ ズ系廃棄物 2 , 1 53 2 . 1

雑 ご み 2 , 260 2 . 2

小 。十 4 , 4 1 3 4 . 3

燃 え る が踵等に
問題が あ る も の

動植物 性残
さ い

1 , 403 1 . 4

小 計 1 5 , 8 1 6 5 . 6

合 よ 1 03 , 4 96 1 00
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産業廃棄物問答

産業廃棄物は誰が処分す る のか

(問 ) 廃棄物処理法では 、 ｢事業者 が そ の事業活動 に と も な っ て 生 じ た廃棄

物は 、 みずか ら の責任 に おい て適正 に処理 し な け れば な ら な い ｣ と 規定

さ れて い る が こ れ は ま さ に こ の法律の大事 な ポ イ ン ト の よ う な 気が し

ま す 。

こ こ では ｢廃棄物｣ と い う こ と で ｢産業廃棄物｣ と い っ て い な い の で

す が、 事業活動 に と も な っ て 生 じ た廃棄物の う ち で産業廃棄物 じ ゃ な く

て 、 一般廃棄物の ほ う で扱 わ れ る廃棄物があ る と い う こ と で ｢廃棄物J と

い う 云 い方 を し て い ま す 。

た と え 、 一般廃棄物の な か に 入 っ て い て も 、 事業活動 に と も な っ て 生 じ

の は 自 己処理の責任があ る ので あ っ て 、 自 家処分 を し な い場合は費用負

担すべ き だ と 解釈す る のです か

(答 ) そ う い う こ と です ね 。

一般廃棄物 と い う の は市町村が義務的 に収集 し 最終的 に処分す る 形 に な

っ て い る け れ ど も 、 も と も と 事業活動 に と も な っ て排出 さ れ る 一般廃棄

物は 、 も と も と 理念的 に はみずか ら 処理 し な け れ ばな ら な い はずの廃棄

物 を市町村がか わ っ て収集 し 、 最終的 に処分 し て あ げ る よ う な も のです

か ら o

さ ら に 、 法律は こ の事業者の処理責任の原則 に し た がっ て 、 事業者は

そ の産業廃棄物 を処理 し な さ い と い う 処理の責務 を 明 ら か に し て い ま す 。

(間 ) そ う は云 わ れて も 本県の場合中小企業が多 く 、 事業者の排出責任のみ

に任せ れ ば環境汚染を ま ね 〈 お そ れ が予想 さ れ ま す が、 市町村な り 県 な

り の 公共サ ー ビ ス は期待で き な い のです か 。

(答 ) そ う です ね 。

廃棄物処理法 に や は り 市町村、 県の役割が示 さ れて い ま す 。

ま ず 、 市町村の場合一般廃棄物 と あ わ せて処理で き る 産業廃棄物、 た と

え ば 、 焼却場や不燃物処理場で処理で き る も の は 、 木 く ず と か、 わ ら く ず と

か い っ た よ う な 産業廃棄物の処理 を そ の事務 と し て 行 な う こ と がで き る
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こ と に な っ て い ま す 。

し か も 、 従来か ら 市町村の清掃事業の対象 と し て取 り 扱 わ れて い る 実

態 も あ り 本県の場合排出量 も 少 な く 排出源が散在 し て い る ので 、 そ の実

態 に そ っ た取 り 扱い を 当面継承す る こ と が現実的で し ょ う 。

県の場合、 主 と し て 広域的 に処理す る こ と が適当で あ る と 認め る 産業

廃棄物の処理 を事務 と し て 行 な う こ と がで き る よ う に な っ て お り ま す 。

最 も 急がれ る 最終処分地 (埋立地 ) の確保 を 中心 に検。寸 を 急 ぐべ き だ と

考 え て い ま す 。

産業廃棄物処理業者の活用

(問 ) 産業廃棄物を処理す る 業者が最近県内で出来つつ あ る と い う こ と を 聞

い て い ま す が実態ほ ど う な っ て い ま す か 。

(答) 産業廃棄物処理業者は新 ら し く で き た制度で 、 県知事の許可 を 必要 と

い た し ま す 。 本県で。午可 し て い る 業者 は未だ運搬 を 主体 と し た も の が多

く 、 業者で処理 を主体 と し た業者は 2 社で境港市の廃油、 動物性残さ い を

処理す る も ので現在建。没中 の も ので あ り ま す 。

こ れ ら の業者の育成 を は か り 廃棄物処理事業 を分担活用す る 心要があ る

と 考 え て お り ま す 。

産業廃棄物の処理計画の策定

(問 ) 最近 に お け る 産業活動の拡大 、 県民生活の向上 に と も な っ て排出 さ れ

ま す各 種 の 廃棄物は膨大 な量 に の ぼ り 、 そ の質 も 変化 し て お り 、 市町

村の清掃事業の な かでは処理で き な い も の が多 く 環境汚染の原因 と も な

っ て い ま す こ と は ご承知の と お り と 思い ま す が 県は こ れ に対 し どの よ

う に対処 し よ う と 考 え て お ら れ ま す か 。

昭和46年1 1 月 、 従来の清掃法 を 改正 し 新 ら し く ｢廃棄物の処理及び清掃

に関す る 法律｣ が施行 し 、 現在の実態 に対処 し よ う と し て い る と こ ろ で

あ り ま す が、 そ の な かで県は産業廃棄物の処理 。十画 を 策定す る こ と が義

務づけ ら れて お り ま す 。

そ こ で 、 県は昭和47年12 月 ｢鳥取県に お け る 産業廃棄物の処理の基本

的 な 考 え 方｣ を 県の公害対策審議会に 。塔問 い た し た と こ ろ で あ り ま す 。

(答)
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審議会に おい て は部会を 。受 け検。寸が進め れてき た わけですが寸広域的 に ま

た は共同で処理すべ き も の と し て 、 畜産ふ ん尿、 廃プ フ ス チ ッ ク 、 廃油 、

動植物性残 さ い な ど を あ げて検。寸 さ れて い ま し た 。

と こ ろ が石油 を は じ め今 日 の世界的な 資源危機は 、 廃棄物が資源 と 見

直 さ れ る 時代 と な り 従来の焼却、 埋立 を 中心 と し た処理方法の検。寸か ら

廃棄物の再生利用等資源化の方向で検。寸 さ れ る べ き も の と な り ま し た 。

し か も 県内 に は業者 に よ る と こ ろ の廃油処理施 。受 、 動物性残 さ い飼料

化施設が建設中であ り 、 農業用廃プ フ ス チ ッ ク につ い て は農業団体に よ

っ て県外業者 に よ る再生の た め の回収方法を検討中で あ り 、 こ の よ う に

業者の廃棄物の再生化の動 き が急激に活発 と な っ て き て い ま す 。 亀)

こ の よ う な 新 ら し い 実態 に対処す る た め審議会にお い て は廃棄物の資

源化、 再生業者の活用 を効果的 に組合わせ た処理 。十画 を再検。寸中で あ り

ま す 。 答申 を得 し だ い 実施 に移す こ と と い た し て お り ま す 。

6
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公害防止施設に対す る 融資

中小企業者に対す る融資

企業は公害の未然防止 を は か る た め 、 公害防止施。役 の 。没置 な ど 今後万全

の公害対策 を 講 じ て い く 必要 があ り ま す 。

し か し な が ら 公害防止施設 は多額の資金 を 必要 と す る ので 、 企業 に と っ

て相当 の負 担 と な り ま す 。 現在 、 設備近代化資金、 中小企業近代化資金、 公

害防止事業団 、 中小企業金融公庫 、 国民金融公庫 な どの融資 がお こ な わ れ て

い ま す が 県及 び一部の市 に お い て も そ れ ぞれ独 自 に融資 を お こ な っ て い

ま す 。

県 市 対 象 施 。受 貸 付 限 度 償環期限 据置期間 利 率

鳥 取 県
公害防止の え め の土地

建物、構造物、 機械設備
1 , 500万円以内 5 年以内 1 年以内

年 6. 5%

(保証付6 . 2 % )

倉 吉 市 公害防止施設 500万円以内 5 年以内 6 か 月 以内 年 6 . 5%

境 港 市 公害防止施。受 500万円以内 5 年以内 6 か 月 以内 年 6 . 5%

な お 、 県の融資実績 (昭和46年度以降 ) は 、 別図 の と お り です 。

図-43 中小企業者に対す る公害防止施設に対する融資実績

ばい煙処壬勤勉農

ば そ易穿 ちく処 '% 汚
い 貸付決定額 理 水
煙 5, 005万円 施 貸付決定額

処 (1 oo% ) 表そ 処2, 548万円

理 40%f そ の他 汚 (1 00% ) 理>

施 絞 51% 竪 14% 水 ′ 93% 施 、
(昭和46年度 ) 曰 貸付決定額 処 、 ･長 ･

3, 985万円 理 昭和48年度- 12 月 末現在)
( 100% ) 施

　 　 　 　

61 %ま

(昭和47年度 )
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畜産業者に対す る融資

鳥取県では 、 畜産業者の公害防止施設 に対す る 融資 (利子補給) を 行 な っ

て い る が そ の 内容は次表の と お り です 。

資 金 名 貸付対象事業 利 率 ( 年 ) 償環期限 据置期間 貸付限度額

畜 産 環 境

整 備 資 金

畜舎 (家畜排せつ物処

王戦う輻没) 、 え い肥舎等

基準金秀 一 9 %
利子補給

博司1 5

県1 5 ( 1 5 ) } 5 5
市｢町疥丁 1 o j

1 o 万円~6oo 万円

6oo 万円
~ 5 , 0oo 万円

な お 、 融資実績 (昭和47 :年度以降 ) は 、 別表の と お り です 。

表- i 7 畜産業者の公害防止施設に対す る融資実績 黛

年 度 件 数 融 資 額

47

48 ( 1 2 月 末 )
1

1 6

188 万円

2 , 1 03

- “ -


